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薬物標本
（本物には関わりたくないですね）

ＰＴＡ奉仕作業、ありがとうございました。

駐車場や体育館周り、校舎南側の花壇などを中心に落ち葉拾いを行いました。小原田中学校には桜の
木が多く、その分落ち葉もたくさんあります。多くの方に参加いただき、とてもきれいなりました。あ
りがとうございました。

来週の予定

日 曜 時程 給食 行 事 予 定 下校時刻
１６ 月 Ｂ６ ○ １８：００
１７ 火 Ａ６ ○ テスト前部休日（～１９日） １６：１５

総合 ５・６校時：ＳＤＧｓ学習
１８ 水 Ａ６ ○ 集金日 １６：１５
１９ 木 Ａ６ ○ 集金日 １６：１５
２０ 金 Ａ５ ○ 定期テストⅣ（①国語②理科③数学④英語⑤社会） １７：３０
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文責 横山岳彦

《引き続き、毎朝の検温をお願いします。》
《新型コロナ・インフルエンザ感染症対策に心がけましょう。》

今週火曜日、郡山地区薬物乱用防止指導員の瀧田さんを講
師に迎え、薬物乱用防止教室が行われました。最近、芸能界
での薬物使用が何度も報道され「またか・・」という感じで
す。しかし、これは決して芸能界の私たちとは縁の無い所だ
けで起きているものではありません。福島県の資料によれば
覚醒剤に限っても年間１００名前後が検挙されています。検
挙された人の話を聞くと誰もが「１回なら大丈夫だと思った」
「自分は、すぐにやめられると思った」と言います。しかし、
そうではありません。今回の講義の中であったように、「や
めよう」という神経そのものが壊されてしまうのですから、
無理な話なのです。多くの場合、薬物乱用を始めたきっかけ
は知人・友人からの誘いです。講義の中で問いかけられた「も
し、友人に誘われたら」「もし友人が使っていたら」自分は
どう行動するか。この選択を間違えてしまう
と、自分だけではなく友人も家族も、将来も
失ってしまいます。中途半端なものではなく、
現実的なこととして真剣に考えてみることが
大事です。

保健委員 柄澤恵恋
この薬物乱用防止教室に参加してみて、薬物を乱用

することの危険さ、怖さについて改めて実感すること
ができました。薬物を乱用することによって、幻覚を
見たり、運動機能が低下するなどということを知りま
した。また、友人や家族にまでも迷惑をかけてしまう
ことも知りました。薬物の乱用で何もいい事なんて無
いんだと思います。今回、瀧田さんに教えていただい
た事をしっかり頭に入れ、今後十分気をつけていきた
いです。

保健委員 間日菜乃
私は、この薬物乱用防止教室で話を聞いて改めて薬

物を乱用することの恐ろしさを知りました。薬物乱用
という言葉はあまり身近に感じないかもしれません
が、私たちが普段使っている薬も使い方や使用量を誤
ると薬物乱用になってしまいます。また、違法薬物は
いろいろな隠語で呼ばれていることや、薬物を乱用す
ることで、身体へどのような影響があるのかも学ぶこ
とができました。今日学んだことを、これからの生活
に生かしていきたいです。


